
第
三
回
中
国
百
科
検
定
の
成
功
め
ざ

す
特
別
企
画
第
三
弾
と
し
て
、
十
一
月

五
日
午
後
二
時
よ
り
京
都
・
同
志
社
大

学
に
お
い
て
、
山
本
恒
人
大
阪
経
大
名

誉
教
授
（
大
阪
府
連
副
会
長
）
の
「
文

革
五
〇
年

な
ぜ
体
制
的
総
括
が
行
わ

れ
な
い
の
か
」
と
題
す
る
講
演
会
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

「
今
年
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命

（
以
後
、
文
革
と
表
記
）
勃
発
五
〇
周

年
に
あ
た
り
、
衝
撃
的
歴
史
的
事
件
で

あ
っ
た
文
革
は
そ
の
後
基
本
的
に
否
定

さ
れ
た
が
、
中
国
社
会
に
与
え
た
後
遺

症
は
き
わ
め
て
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。

中
国
社
会
が
ど
う
受
け
止
め
、
ど
の

よ
う
に
総
括
し
て
い
る
の
か
？

文
革

評
価
を
て
が
か
り
に
中
国
社
会
の
今
を

解
明
す
る
。
」
と
い
う
問
題
意
識
で
す

す
め
ら
れ
ま
し
た
。

薄
煕
来
事
件
後
、
比
較
的
早
く
論
じ

ら
れ
た
、
２
０
１
２
年
北
海
道
大
学
と

２
０
１
３
年
愛
知
大
学
で
開
催
さ
れ
た

文
革
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

の
日
本
中
国
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
の
現
状

に
つ
い
て
、
中
国
側
の
研
究
者
間
で
の

薄
煕
来
事
件
で
の
理
解
の
仕
方
に
ズ
レ

は
あ
る
が
、
彼
が
重
慶
で
行
っ
て
き
た

「
改
革
」
は
、
「
改
革
」
が
「
権
力
と

金
銭
の
交
換
を
行
う
チ
ャ
ン
ス
」
を
提

供
す
る
も
の
で
、
そ
の
権
益
が
少
数
の

特
権
階
級
の
も
の
と
な
り
汚
職
腐
敗
が

は
び
こ
っ
た
。
薄
煕
来
事
件
は
こ
の
よ

う
な
土
壌
の
も
と
で
発
生
し
た
と
い
う

背
景
認
識
は
共
通
し
て
い
る
こ
と
な
ど

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

山
本
先
生
は
、
文
革
を
体
制
的
に
総

括
す
る
に
は
、
中
国
政
府
が
議
論
や
研

究
、
成
果
の
好
評
を
制
約
し
て
い
る
も

と
で
中
国
内
外
の
学
術
研
究
の
継
続
が

重
要
だ
と
し
、
文
革
研
究
の
諸
課
題
と

し
て
い
ま
だ
に
「
闇
と
な
っ
て
い
る
領

域
」
に
光
を
あ
て
る
こ
と
、
資
料
収
集

と
分
析
が
求
め
ら
れ
て
い
る
述
べ
ま
し

た
。「

文
革
に
対
す
る
体
制
的
な
総
括
を

怠
っ
て
き
た
政
権
が
、
そ
れ
を
教
訓
と

し
な
が
ら
社
会
的
矛
盾
を
根
源
的
に
解

決
す
る
道
筋
が
『
一
党
独
裁
体
制
』
の

克
服
に
あ
る
こ
と
を
見
出
し
、
す
で
に

そ
の
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
あ
る
国
民
と

連
携
し
核
心
的
な
政
治
改
革
に
踏
み
出

す
こ
と
が
可
能
な
重
要
な
機
会
、
そ
れ

が
現
在
で
あ
る
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
筧
文
生
氏

（
立
命
館
大
学
名
誉
教
授
）
は
、
文
革

時
、
上
海
に
滞
在
し
た
自
ら
の
経
験
と
、

現
地
で
見
た
見
聞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

（
松
尾

豊
）

日
中
友
好
協
会
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、

毎
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
中

国
の
悠
久
の
大
地
の
文
化
や
歴
史
を
感

じ
さ
せ
る
写
真
で
す
。
た
だ
い
ま
好
評

発
売
中
で
す
。

大
阪
府
連
で
は
３
０
０
本
を
目
標
に

西
・
守
口
・
東
大
阪
・
吹
田
各
支
部
で

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
府
連

財
政
強
化
の
た
め
に
も
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

年
末
募
金
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
出
費
の
多
い
中
で
恐
縮
で

す
が
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
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中
国
百
科
検
定
の
成
功
め
ざ
す
特
別
企
画
③

文
革
５
０
年
を
総
括
解
説

府連通信

文
革
研
究
の
継
続
重
要

ユ
ネ
ス
コ
後
援
、
理
解
は
絆
を
強

く
す
る
～
中
国
力
で
可
能
性
を
広
げ

よ
う
「
第
３
回
中
国
百
科
検
定
試
験
」

を
来
年
三
月
二
〇
日
（
月
・
祝
）
全

国
一
斉
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

中
国
百
科
検
定
は
、
中
国
語
の
能

力
で
は
な
く
、
歴
史
・
地
理
・
政
治
・

経
済
・
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
多
方
面
の
知
識
を
問
う
、
日
本
で

も
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
す

２
０
１
７
年
三
月
二
〇
日
（
月
・

祝
）

午
後
三
時
か
ら
五
〇
分
間

大
阪
会
場
は
代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大

阪
南
校
（
大
阪
な
ん
ば
）
受
験
申
し

込
み
受
け
付
け
は
十
二
月
一
日
か
ら
、

郵
便
局
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

中
国
百
科
公
式
テ
キ
ス
ト
と

中
国
百
科
検
定
問
題
集
は
府
連
ま
で

中
国
百
科
検
定
十
二
月
か
ら
受
付
開
始

Ｂ３判１３枚綴り

定価１２００円

（税込み・送料別）

企画・制作

日本中国友好協会

お申し込みは大阪府連まで

2017カレンダー
中国悠久の旅

映画「太平門消えた１３００人」＆

トーク「市川明×松岡環」
12/3（土）13：10開館、13：30開始

エル大阪南館5階ホール（地下鉄・京阪天満橋）

参加協力券費 1000円

南京の記憶を今につなぐ実行委員会

南京の記憶を今につなぐ

松岡環ドキュメンタリー最新作

薄
煕
来
事
件
の
背
景

年
末
募
金
と

カ
レ
ン
ダ
ー
の
お
願
い



問
題
集

合
格
へ
の
「
近
道
」

出
題
テ
ー
マ
を
全
て
網
羅

こ
の
「
想
定
問
題
集
」
は
、
「
中
国

百
科
検
定
」
試
験
の
合
格
を
め
ざ
す
方

の
た
め
に
編
集
・
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

実
際
に
出
題
さ
れ
る
テ
ー
マ
の
全
て

が
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
問
題
集
を

マ
ス
タ
ー
す
れ
ば
、
各
級
の
合
格
ラ
イ

ン
を
間
違
い
な
く
突
破
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

設
問
毎
に
公
式
テ
キ
ス
ト
『
中
国

百
科
』
の
該
当
ペ
ー
ジ
数
を
記
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
解
答
を
テ
キ
ス
ト
で
確

認
し
な
が
ら
学
習
を
進
め
れ
ば
、
自
然

と
基
本
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
国
百
科
検
定
の
出
題
範
囲
は
公

式
テ
キ
ス
ト
『
中
国
百
科
』
の
表
紙
を

含
む
全
ペ
ー
ジ
で
す
。
公
式
テ
キ
ス
ト

を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
是
非
ご
購
入

下
さ
い
。
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十
一
月
十
日
大
阪
帰
国
者
セ
ン
タ
ー

で
「
中
国
残
留
孤
児
等
へ
の
理
解
を

深
め
る
集
い
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

初
め
に
辻
本
理
事
長
よ
り
「
歴
史

と
現
状
」
の
講
義
が
あ
り
１
９
５
９

年
日
本
政
府
は
未
帰
還
者
が
残
っ
て

い
る
こ
と
を
把
握
し
な
が
ら
１
３
６

０
０
人
の
『
戦
時
死
亡
宣
言
、
戸
籍

抹
消
』
を
行
っ
た
、
な
ど
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

第
二
部
は
多
文
化
交
流
で
恒
例
の

広
場
ダ
ン
ス
と
本
場
の
中
国
料
理
に

舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
中
国
帰
国
者

支
援
交
流
会
の
方
や
介
護
支
援
関
係

の
方
々
と
も
交
流
が
持
た
れ
ま
し
た
。

「
養
父
母
は
私
が
日
本
人
孤
児
で

あ
る
こ
と
を
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
、
瀋
陽
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
。

豊
か
で
な
い
生
活
の
中
、
高
校
ま
で

進
学
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
当
時
の

中
国
で
は
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
し
た
。

子
供
の
こ
ろ
、
共
産
主
義
少
年
団

に
入
団
し
よ
う
と
し
て
断
ら
れ
、
文

革
が
始
ま
り
、
紅
衛
兵
に
な
ろ
う
と

し
て
も
拒
否
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
瀋
陽
郊
外
の
農
村
に
十
五
年

も“

下
放
”
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
上

の
二
人
の
子
は
満
足
な
教
育
を
受
け

さ
せ
ら
れ
ず
、
三
番
目
の
子
ど
も
だ

け
が
か
ろ
う
じ
て
教
育
を
受
け
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
言
葉
や
習

慣
の
壁
が
あ
り
、
日
本
に
帰
っ
て
き

て
か
ら
の
生
活
も
筆
舌
に
尽
く
し
が

た
い
苦
労
を
味
わ
い
ま
し
た
。
残
留

孤
児
の
尊
厳
の
た
め
こ
れ
か
ら
も
た

た
か
い
続
け
ま
す
。
」

中
国
残
留
孤
児
訴
訟
で
唯
一
勝
訴

し
た
元
兵
庫
原
告
団
長
初
田
光
男
さ

ん
の
お
話
で
す
。
去
年
講
演
さ
れ
た

黒
川
さ
ん
同
様
、
日
常
生
活
で
は
日

本
語
は
大
丈
夫
で
す
が
、
微
妙
な
心

情
を
述
べ
る
と
こ
ろ
は
中
国
語
に
な

る
、
と
い
う
こ
と
で
通
訳
は
支
援
員

の
和
田
さ
ん
で
す
。

（
石
井

勉
）

言
葉
や
習
慣
の
壁
で
帰
国
後
も
苦
労

中
国
残
留
孤
児
等
へ
の
理
解
を
深
め
る
集
い

原
告
団
長
初
田
さ
ん

中
国
で
も
苦
労
の
連
続

あなたもチャレンジしませんか？
日中友好協会の「中国百科検定」とはこんな試験です。

＊回答は、 kentei@jcfaosaka.orgまでお寄せくださ い。なお、回答いただいた方には正解をお

送りします。 奮ってチャレンジください正解をお送りします。

Ｑ中国文明は「中原」と呼ばれる地域から始まりましたが、これは現在の何省でしょうか。

河北省 陝西省 河南省

Ｑ中国56の民族で最も人口の多い民族は漢民族(漢族)ですが、

かれらが全人口の中で占める比率としてもっとも近いものはどれでしょうか。

90% 80% 70%

Ｑ現在の国務院総理は誰ですか？

朱鎔基 温家宝 李克強

Ｑ鄧小平指導下で改革開放政策への転換を決めた中国共産党第11期3中全会は

何年に開催されましたか。

1978年 1992年 2002年

Ｑ古代周王朝の時代は3つに分かれます。どの順が正しいでしょうか。

①春秋時代-西周時代-戦国時代 ②西周時代-春秋時代-戦国時代

③西周時代-戦国時代-春秋時代

Ｑ中国中世史の王朝の順で正しいものはどれでしょうか。

元-明-清 明-元-清 元-清-明

Ｑ清末に政府を揺るがした「太平天国の乱」はある宗教と結びついていました。

どの宗教でしょうか。

道教 イスラム教 キリスト教

Ｑ羊肉を鉄製の串にさして焼いたシシカバブ(カワプ)は何料理ですか。

ウイグル料理 モンゴル料理 チベット料理

Ｑ世界遺産に登録された中国三大石窟のうち、「飛天」で知られるのはどれでしょうか。

敦煌莫高窟 龍門石窟 雲崗石窟

Ｑ中国国歌「義勇軍行進曲」の作詞者は誰ですか。

聶耳 田漢 郭沫若

＊問題はすべて３級になります。

日中大阪府連のHP http://www.jcfaosaka.org/hyakkakentei.html


